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lBo8 科学・技術活性化のための「知識」を「知恵」にかえる 方法 

0 江崎道彦 ( 朝日大経営 ) 

長 い間 、 知識と知恵の 違 いは 論じられてきたが、 その関係「ど う すれば知識を 知恵にかえることができるか」の 方法 ( 考え方とその 手打切 に ついて世界のど 

の国でも、 まだ明らかにされたとは 言い切れなかった。 それに対し 1979 ～ l997 午に、 筆者が筆者の 開発した 甲新 プロジェクト 管理の方法① TCN ん TC 謂却文 

献 [l]J を利用して、 目でみえる   知識を知恵にかえる 方 @  の一つを明らかにした。 [1]. [2], [3]  この方法 / 手法により、 従来、 ノー レッジ・マネージメ 

ント ( 知識の蓄積と 利用管理 ) [4¥ の域ものを、 知識を知恵にかえるウイズダム・マネージメントに 広げることができるようになった。 これにより、 効果的な 

ウイズダム・マネージメント 時代への幕開けができた。 この方法の全貌は、 hltP: ガ iBSWeb.aSahl-U.aC.jP/lnlS0 Ⅳで、 日英両立で見ることができる。 

] . はじめに 

本論文の子「如説 を 「知恵」にかえる 方キ却は、 文剛 ll T 新 プロジェクト 管理の方法①℡の㏄ 手洩 ] の下記に示す 1.1 の「必要な知 議と 1.2 の「 使 

用 する用語の説明」による 見解を前提としている。 

1.1  「必要な知 臣 』 (P は好町 1]0 ぺ ー ジを示す ) 

(1)  第 1 章 第 2 節差の情報による 意思決定のメカニズム p21 ～ 39   

(2)  第 2 章第 l 節 P  M  D 手法 p50 ～ 57   

(3) 第 2 章第 2 ～ 3 節ステップリスト・マネジメントの 方法と 3 一 5 フェーズ・インプル - ブメントの方法 丙 6 ～ 郎 ・ ( 手順を創り出す 方 掛 

(4) 第 2 章第 4 節 FBS テクニックド 7 ～ 103. ( イメージ構造を 創り出す方法 ) 

(5) 挿話 2 「 PMD は言語の研究にも 使える」 睡 0 ～ 61   

(6) 挿話 5 「 PMD 、 ステップリスト、 FBS 、 3 はフェーズインプループメントの 間の関係」 pl ㏄～ 105   

(7) 挿話 6 「知識と知恵の 蓄積 @ p1 ㏄～ 107   

(8) 第 3 章第 1 節関係者間におけるドメイン・オプ・シンキンバとドメイン・オプ・コンセンサスの 形成方法 p153 ～ 189   

1.2  「使用する用梧の 説明」とその 概要の説明 

本稿では、 「 知 自を持つ」「知恵を 持つ」ということを 次のように認識 ( 定義ともいえる ) して説明を進める   

(1) 「 知曲 を持ロということは、 にうしたらどうなる」にうなったらこうなる」などの 因果関係を示す 情報と、 「そこに・・があ る」という「もの」の 存 

在の情報とを 持っていることを f 昌す   

(2) r 知恵を持 卸 ということには、 いくつかの深さのレベルがあ るが、 一言でいうと「どうすればよいか」、 「ど う したらよ いか 」の情報を持つことであ る。 

以下、 この言葉の定義に 基づいて、 説明すると、 次のようになる   

①「知恵を持つ」ということは、 「目的と手段の 関係」の中で、 要するに「どうしたいか」の 焦点に絞り込んだ 表現のメインキーワード と 、 それを実現するため 

には、 「まず、 どうしさえすればよいか」の 入り ロ となるエントランスキーワードの 2 つのキーワードを 把握するということであ る。 

この作業により 1 つ 目のレベルの 知恵 ( レペル 1 の 知 櫛を持ったことになる。 目的と手段の 関係 ( 価値の方向 ) とは、 「‥を‥する」ために「‥を     

する」という 上から下への 表現の繰り返しでつながった 表現構造で、 これにより行動判断のための 価値の方向を 目で見える形で、 表わすことができる． ( 文献 [l] 

第 Ⅰ 章 第 2 節差の前報による 意思決定のメカニズム P2l 円 9  を参照のこと ) 

この構造化された 目的と手段の 関係を表す方法を PMD  ( 目的手段ブロックダイヤバラム ; 文献「 n] (2) PMD 手法 p50 ～ h7 参照 ) と 呼ぶ   

②この 2 つのキーワードをもとにして「目的のイメージ 構造 信摘 」と、 それを「実現するための 手 頂 @ なっくりだすことにより、 2 つ目のレベルの 知恵 ( レ 

ペル 2 の 知 輔を持ったことになる・「目的のイメージ 構造 鰍 正明を創る手法については、 文献 [l]P8 円 03 の FBS テクニック、 「 手頗 の 創る 詞曲 は ついて 

は 文献 [1]P66-86 ステップリストの 方法と 3 一 5 フェーズ・インプル @ プメントの方法を 目で見える形で、 使 う ことができる。 これらの方法の 内容はわれわ 

れが無意識のうちにやっていた 思考の内容を 目で見えるようにした 方法であ る。 これにより、 個人と集団の 知識と知恵を 繋ぎ合わせることができるように 

なり、 われわれは、 集団で、 新しい知識と 知恵を、 効果的に 、 創り出すことができるようになる。 

この方法では、 3 つ目のレベルの 知恵 ( レベル 3 の 知甫は 、 レベ ノレ 2 の知恵を使って「実施 討 何番 ( 手順と体制を 示すもの ) を 創 りだすこと」 、 レ ペル 4 

の 知恵は、 その   実施計画舌を 使って具体化の 実施をすること」となる。 

2. PMD ( 目的手段プロックダイヤバラム ) の森現を使った、 知宙と 知恵の曲 係 
知識と知恵の 関係の 2 つのケースを、 PMD 手法 ( 文献 [1] (2) pMD 手法 p50 ～ 57) による表現を 使って比較して 表わすと、 図 1 の (A) ケースと (B) 
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ケースの関係になる． 

図 1 で (A) ケースと (B) ケー 

スを比較してみると、 (A) ケース 

の 丁 「知識を持つ」ために「知恵を 

持つ」 コの 関係よりも、 (B) ケー 

スの 子 「知恵を持つ」ために「知識 

を持つ」 ] の関係の方が rU( っ たりく 

"'. '" 。 " 葉 。 "" 。 " 錠す 。 "" 。 

。 「知識。 持 。 " 「知恵。 持 " 。 " 関係 " 比較 

 
 

(
A
)
 

る ．このことから、 PMD の表現 ， 
  

を使うことで、 知識と知恵の 関係は子「知恵を 持つ」ために「知識を 持つ」 ] という関係の 方 

が妥当であ るということがわかる． 

3. P Ⅱ D を 古 けるということはどういうことか 

図 1 の「 知誕 と「知恵」の 関係のように 言葉を目的と 手段の関係に 並べられるという 能 

力 はどのようなことなのかを 他の例を挙げて 考えてみる． 

何 として部屋の 電灯をつけるためにはど う すればよ い かの目的と手段の 関係を PMD の表 

現で表してみると 図 2 のような関係となる． 

図 2 のように PMD の表現で書き 表せられるようになるためには、 どのような条件が 必要な 

のだろうか。 それを把握するために、 PMD の考え方を利用すると 図 3 のような PMD がⅠで 

きる． 

図 2.  電灯をつけるための 目的と手段の 関係 ( その 1) 
    

 
 

図 3. 電灯をつけるための 目的と手段の 関係 ( その 2) 

ために ほしい PMD 

@y@m- ( 目的と手段の 関係 )   図     2                                   
  ( 上記の関係を 具体化する ) ため 

スイッチを押すと 竜灯がつくと 

拭哀鰐鷺毒惹 黛青 " か弓 因果 PMD を 書吠 ， の の 必要条件 

この目的と手段の 関係に並んだ PMD をつくるためには、 スイッチを押すと 電灯がつくという 因果関係の知識を 持っている必要があ るということがわかる   

図 4 に、 筆者 ( 江崎 ) の少年時代の 体験にもとづいて、 知識が知恵にかわるプロセスを 示す． 

以上の関係を 整理すると、 表 1 に示す「情報 ( 講義狭義 ) 、 知識知恵、 アイデアを持っことの 意味と、 知恵を創りだす 方法との関係」となる。   
また、 知恵を創りだす 方法   

      知謀が知恵 に 変化するプロセスの 仇 

の PMD, FBS, ステップ   

リストの方法の 関係は図 5 の 

ようになっている。 [5] 

。   " の方 目 
以上を踏まえ、 更に拡大応用 

をすると、 従来の学問的な 方 

法ではいていなかった「仮説 

設定 ( 曲 duction) の方法」 

が目で見るようになる。 にの 

肋 duction には、 未来構築方 

の仮説 訪 こと、 すでに起こっ 

た、 および、 起こっている 自 

然のメカニズムを 研究するた 

めの仮説設定の 2 つがあ る ) 。 

その関係が、 図 5 に示す「 P 

MD, RCD, FRCD の 関   

係」であ る。 Ⅲ 

  

                                @ ベル 3 の知恵 ]      @ ベル 4 の 知牡 た Ⅱ   
    

枚 を 迫込す る ) 目的   
ために         

"" 。 " ・ @0@ 。 "" こ Ⅰ """ Ⅰ した 。 @. 力 - ・   。 @@ " ド                                                                                               
                                                                                                              托苦麒二 :,     犬田 ナ 6       
    ， 。 x,  甜牡 ㍍。 - Ⅱ 迫                                                                                                                                                                                                         

如且 の 田奈 ( イメージガン ナ Ⅰ ) 

                                                                ・ 此                     
  
  

5. KJ, QFD, NM 法 とのⅠ 係 
図 6 には、 KJ, QFD, NM 法 とこの「知識を 知恵にかえる 方法」関係を 示す。 

これにより、 われわれは、 すべて日本人の 開発した方法で、 科学と技術の 活性化のための「知識を 知恵にかえる 方法」を手にいれたことになる。 

参考文献 
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囲 江崎通産、 井 波 利彰「知識を 知恵に変える 方法」、 1999 、 日本創造学会論文 誌 Vol. 3 

図 江崎通産、 井 波 利彰「 新 C 軋 S のための知識を 知恵にかえる 方渕 、 l999 、 CALS 用 C  Japan  論文集、 C 虹 S 推進協議会 

[4]  野中郁次郎 / 竹中弘高「知識創造企業」、 東洋経済新聞社 

[5]  一 麹 、 脚 メカニズムの 創出またほ解明をするためのⅠ仮説設定、 検証、 評価、 意思決定 ] をするための 手順と書式、 1999 、 日本創造学会 

論文話 ' 。 " 

表 1 情報 ( 広義、 狭義 ) 、 チータ、 知謀、 知恵、 ア イデアを持っことの 意味の関係 と 知恵を刮りだす 方法との関係 

広義の情報を持つ 

デ " 。 。 持つ 

狭 " 。 

情報。 持つ 

使え。 ょ "" 整理 " ね 。 。 " 。 情報。 デー。 ' 

テこ 。 を 使 " 。 "'" 整理す。 " 使え。 情報 鰍義 ) "" 。 ． 例 "" 升 。 。 グ """ す 。 。 地図 " 自分 " 。 。 位置。 示す " 情報 "" 。 ' 

㈱「 ""' " 。 瑛 " 。 血 na660n"ffl@T,s. ㎞ 

知 " 巨 。 持 " 
'. " 果 関係。 "" 。 。 。 "" 。 f 官す     

2. 駐 ' 「ものが 下記 ""'"""" 胴 /oR 広義の情執の 情報。 存在。 存在を知っていることを " っ 。 。 。 "" 。 「知識。 指す・ 持 l"""" '. 一 ‥ - ‥‥ 。 ""                                 狭義 得 。 " ね 情報。 。 知識。 読 """ 持 ".                                                                                                           
っている」ことの 中に入る       体験知謀。 持つ ' 体技す。 """" 。 得 。 ね 。 知識。 持 "   
'. 吹 講 ' 。 " 。                                                                                                                                                             
'7-h'S-.  rBW@Bi(DWh  @r-WSbt@@iiS  a&T. 

知恵を持つ 

Ⅱ 帝 「 " 的 " 椴 。 " 掬 。 "" ギ 。 ， 施 。 "". 。 " ギ 。 ， " 棚 。 。 " 。 " 雌 " 激 す。 ""' 娃捌椴拷 "" 。 " 。 "" 
                                                " ね 。 「 "" 。 持 " 」 """'"" 要素 "" 。   

そして、 その ア イデアには「手順のアイデア J と「ものの構造イメージアイデア ( 賂 してもののアイデア ) 」があ る   

催 ' 知恵。 " す 作業。 " 体的 " す 。 方法 "' 。 新 " 。 "" 。 。 "" 一 "                。 """ 「 " 的 " 手段。 関係。 " 。 か "". " 。 

                                                                  "" 更 " そ 。 " 恵 。 。 " 。 深 。 す 。 方法 "" 。 「 "" 。 創 。 " す "" ッ " 。 " 。 。 

                    . ， r・ ， /@-y@・                                                                               
  

l これらの方法ほいずれも 従来、 知恵のあ る方 力 ，無意識に使ってきた 方法を頂普化した 方法であ る   

図 5  灯 臣 を知恵にかえる 方法の PMDD  FBS  S ね p 旛び 3.5um 卍 movem ㎝ t  の 曲係 

PMD F B S   
旧 的と手段のダイヤバラ 刈   @ 能ぬ成構面 

[ 価値の方何と 構造 l イメージ・アイデアの 構造 L   l 段階作案   意思、 決定計画 一 舌 ) 

  
  日時 

  
( テーマ ) 

( メインキー   

( アイデア ) 

  
  

ステ，プリス」 十 
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田 。 "" 。 ， " 。 ", "" 。 。 。 曲係 

PMD 手法「未来マネージメント 型の仮説設定 手ぬを 起点とした「過去メカニズム 解明型仮説設定手法 RCD と「未来メカニズム 予測型仮説設定手キ 却 

FRCD  の関係 PMD (P Ⅱ 皿 避 M ㏄ 帥忙 Ⅱ明典 m)  ,  RCD ㏄ ぢ ⅡⅠ 口 Ⅰ 穫朕 ㎎ 廣血 ),  FRCD ㏄Ⅰ 伽 rmR 卸止ぬけ R 朕 ㎎ 巾血 ) 回 回国 
グィァグ 元の中には、 質問 ダ付 グラムの中には 質問 

「 要す 。 " 、 我 。 " 。 れで 何 。 ""'"' 。 。 。 """ 「その結果があ るために っ は要するに、 何が有りさえすればよいのか ? 」 

「 要 。 。 " 、 何 。 """ 。 れ "" 。 。 か " " 対 。 。 答 " 。 '" 。   「 " す 。 。 、 """' 。 "" 関 " が。 "" 。 """ 。 """ 対 。 。 """" 。   

し 上位目的 

繰 十千 

ト 現在 ( 未 共に ) あ る 

帥 ヰ寸 

手段 原因 
。 "" イ " キー。 " ド <-aKH 
"" 。 ' 丘の " 紺 '"" 。 "" 。 一 。 表現 "" 。 巌 " 表現。 ね 。 

Ⅰ 自然の法則があ る 

ケ どこから手をつければよい 

か " エ "'""" 。 一 。 一ド 

                                      要す 。 。 。 陸 """ すれば " 。 " 。 を ""'" 関係で   RCD@FRCDTtt@@t/@iK@H&S@&Ktt,  N@&O@-tt-mtAfcl/@ 
関係者。 見 " 。 " 。 。 す 。 。 。 カード。 関係 "" て 、 関係者 " 見え。 """ す 。   

" 。 見え。 """ す 。 """" 。 、 関係者。 情報、 匁憶 ' "" 。 組み合。 せ補 " で見え。 "'" す 。 """" 。 、 関係者の情報、 知識、 知恵。 組み合。 せ 柚実 

完 。 " 。 "'"" 。 できるようになる   

図 7 知識を知恵にかえるための 関連する手法 ( 考え方とその 手順 ) の全体の関係 

「 KJ 法 」、 「 QFD 手法」、 「知識を知恵にかえる 方法 ( 新 プロジェクト 管理の方法 ) 」の関係の地図 

( 参考 ) 必要に応じて 使う   
        

t. 一一一 [1 [. ] つ   
  

    段階的手順を 創る方法 

                          マネージメン 
。 """" 把 " 。 。 ""   

FUNCcT   0 Ⅱ Ali. BREAKDO ⅠⅠ ズ法 1 - 

し一一一一 /  月一 

    わ - よ 。 の方法を新プロジェクト 管理の方法 ( か 瑚を畑恵とかえる 方法 )                                             (c) 江崎道彦 ( ポ ，実者 )                             に川喜田先生   @n パに赤尾先生   印用 n に中山先生と 調整すみ ) 
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